
樽物館における広報活動

一立山地物館の現状と諜題一

香木正邦＊

はじめに

近年生涯学習への関心が高まり、 その中でt専物館へ寄せられる期待も多様化してきて

いる。↑専物館は社会に対しで!)'j'報を伝えることによって、 生涯学習の楊としての役割も

采たしているのである。

当館は、 生涯学習の限要な拠点の一つとして、 平成3年にオープンし、 本年度で5年

が経過した。 これまでは、 利用者の当館に対する理解と利用者の拡大を図るため年2回

の特別企画展をはじめ、 様々なイベントの企画、 ボランティア・友の会の設立などの活

動を辰I!りしてきた。

しかし、 森料瀾査で児内の各地に行くと「立山栂物館はどこにあるのですか」「栂物

館にはどんな施設がありますか」という質問をよく受ける。 また、 県外の般屁者からも

「ユニ 一 クな施設であるので、 もっと全国的にPRをしたらいいのでは」という声もか

なり多い。 つまり、 県内外ともにまだまだ当館が周知されていないのである。 また、 各

イベントを実施すると、 当館に関係している人は多く参加するが、 それ以外の一般市民

の参加が少ない。 これは、 他物館の広報の基本である社会に対しての箭報の発信方法の

工夫が乏しかったこと、 そして現在までの広報活動の総合的なチェックがなされていな

かったことが原因であると考えられる。

そこで、 本和jでは当館の広報活動の現状と諜題を把握し、 パプリシテイのしかたを中

心とした、 今後の広報活動のあり方を考えてみたい。

1 広報活動の現状と課題

広報活動のあり方を考えるにあたり、 まず当館の現状と諜題を整理してみることにす

る。 当館が現在行っている広報活動は、 図1の広報活動基本叶画のとおりであり、 対象

によって広報の手段や方法に辿いがある。 なお、 対象は、 一般市民、 tぶ物館・大学関係、

＊窃山呪［立山栂物館］
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博物館を周知させるための活動 事業を知らせるための活動
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基本情報の広報 期間や内容が限定された広報

・所在地

• 利用方法

・活動内容

力
・
イト• マップ

ジュこ7ガイト
、
プック

見学の手弓lき

巨山博物館印刷物］

ポスター掲示とチラ

シ配布（県内主要施

設及び私鉄各駅）

他博物館出版物

博物館研究

他博物館「館報」

雑

会社機関誌
ガイドプック

夕りン，専P唱志等

・企画展
・講演会

•各種イペント 等

ィヘ
．

．ノト案内原稿

， マスメディア

テレピ・ ラジオ

新閲

図1 平成8年度立山Ni物館広報活動基本計画
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学校教脊機関、 友の会 ・ ボランティア、 マスコミにわけて考え、 内容は以下のとおりで

ある。

1.1 広報活動の現状

(1)一般市民

広報活勁の中心である一般市民への広報は、 主としてボスタ ー 、 チラシ等の印刷物と

新IHJ ・ テレピなどのマスメディアを迎して行っている。また、 当館の存在を広く知らし

めるために、 毎年4月に、「立山袖物館総合チラシ」を限の各機l周や当館周辺施設に配

布している。さらに、 旅行ガイドプックや企業の椴閾誌等の取材にも栢極的に·m報を提

供している。 ー方、 イベント等の ·m報は、 「チラシ」を配布したり、 県の広報諜が行っ

ている新聞、 テレピ、 ラジオ、 広報誌などによる「県からのお知らせ」＂ の広報を 活用

している。 しかし、 1年間の計画的な事業案内や、 事業の報告、 成果を 知らせるなどの、

パプリシテイのしかたはまだまだ低調である。

(2)博物館・大学関係

当餡における研究活動に1剥する桁報を、 他栂物館の閲係者および大学研究者などに、

「研究紀要」「企画展図録」「年報」「ポスタ ー ・ チラシ」「桁報誌たては＜」 などの出版

物を送っている。 その他、 日本柚物館協会の機関誌「t心i:物館研究」への行事予定の報告

なども行っている。しかし、 当館では栂物館相互の桁報交換を図るシステムが確立して

いないため、 他館の術報は一人一人の1同人栢報にたよっている状態である。

(3)学校教育機関

県内の小・中学校や益校への広報活動は計画的に行っている。活動内容は、 図2の平

成8年度県内教脊機1刈広報活動計画に示されているように、「校炊会での説明」「社会教

脊機関での説明」「ジュニアガイドプックの配布」「見学の手引きの配布」「ゴ ー ルデン

ウィ ーク前の総合案内チラシの配布」などである。 また、 県内の学校利用状況について

は「2.広報活動の実際」で述べているが、 地域によって、 また小学校と中学校、 記j校

との間の利用差がある。 これは、 中学校、i塙校・1知要学校では
t

母物館教行に対する認澁

の辿いがあるにもかかわらず、 その実態を把掘した広報活動がなされていなかったため

と考えられる。

(4)友の会・ボランティア

現在友の会、 ボランティアの会具は各100名程度である。 それぞれの会具にぱ、「イベ

ントの案内チラシ」 や「桁報誌たては＜」の配布、 特にボランティアには、 企画展期間

中に「企両辰説明会」を実施している。 このように、 友の会 ・ ポランティアの各会員に
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【校長会での汲明】
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小・中・心i校長会 日時・場所・当館況明名 伽 'X, · 

忘校協会主催 5月l 5 B (水） l l : 0 0 寺井主仔：
第1回校長会 官山リよ教-(_f記念蛇 ?i料数： 8 0 

担当：館長 、 粁木主任

教音事務所主催
第1回小・中校長会
・焦律教脊事務所 4月I 8日（木） l 6 : 4 0 神保主任指祁主市

焦注識笑，別1紬センタ ー 夜料•数：小/43十中10+20 計73
担当：米/J泣底 、 木本主任

．窮山教介事務所 ※沢料を市町村の各学校の棚に入れる 辿休前に安料紀布
担当屑木主任 'fi料数：小100十中33+:io ,:1 16:J 

．祐i「i1i1教脊:•1,務所 4月l 8日（木） 1 3 : 0 0 古村主任指祁主'I•
松j岡総合庁含 安料数：：小68十中25+30 ,it\23 
担当：館長，行木主任

．砺波教-(f事務所 4月1 i日（水） 1 5 : 3 0 ド、，；詔主任指速主'),
砺波総合庁舎 荘料数：小29十中1s+20 ,'.!·67 
担当：館長. n· 木主任

I 
|、；；ュニアミュー ジアム沿／坐の尖施

l ll 兄学の手引さ 、 総合案内チラシ 、 ジュニアガイドプック守の配布

国立立山少年自然の家「合同事前打ち合わせ会」広報活勁

【期 日】 ［対 集】 【担 当】
第1回 4月I 9日（金） 5·6月利用団体 i'i'木
第2回 5月3 l日（金） 7月利用団体 �f 木
第3回 7月 5日（金） 8月利用団体 ri" 木
第4回 7月26日（金） 9・10月利用団体 秤 木
第5回 I 2月 6日（金） 1、2月利用団体 i'f * 

文部も登山研修所「研修会」 「洪習会」広報活動

【研/(5. 滋翌会名J 【期 日1 【疹加名】 【担 当】
0大学山岳部リ ー ダー研,�会 1ド山： 5月l. 3日（土） 大学生 lf 木

及・山： 8月24日（木） 大学生 ・付 木
冬山：3月 1 B (金） 大学生 # 木

O'•'; 上技術滋習会 5月24日（木） 大学生 、 一般 w 木
0岩登り芯習会 7月25日（木） 大学生 、 一般 ，牙 木
0山岳スキ ー ；芯習会 2月l 3日（木） 大学生 、 一般 i'i· 木

図2 平成8年度県内教宥樅1及1広報活動社画
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は定期的に ·m報提供をしている。しかし、 各会貝から 一般の人への働きかけなどの広報

活動システムがまだ確立されていない。

(5)マスコミ

新IIrJ・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミには、 県の広報諜からの案内以外に、 t導

物館から定期的に;'.J凜案内の情報を提供し、 取材記事の掲載・案内機会を得るようにし

ている。1罪'i報提供 の方法は、 テレビ・ラジオ局、 新llrl社への個別訪問と、 これまでに取

材等で関係した担当者に賽料を郵送している。年2回の特別企画展がある時は、 内見会

として館長、 担当学芸貝がマスコミ 1月係者に :,F前に説明する機会を設けている。表1は

平成7年度新llrl・雑誌・機1対誌等に掲載された立山t球物館1-¼J辿記事一 度訳である。 こ の

表からもわかるように、 年間の各・：F菜に対しての広報はなされているが、 栂物館全体の

周知に1悶する広報は少ない。これは、 マスコミ対応をはじめとした広報1竹報行理システ

ムの確立がなされていないことが原因であると考えられる。

1.2 広報活動の課題

1.1の現状から当祁物 館の抱える諜題は、 以下のようにまとめることができる。

〇広報の館内体制の確立

. t県物館理解の構築

・対象者を考えた広報活動計画の構築

・多彩なパプリシテイの展1井j

・広報活動の評価

〇広報の情報管理システムの確立

・インタ ー ネットと結んだ広がりのある術報システムの測発

.'tt料等の·J•i'i'報管理システムの確立

· ·l'i'i報のデー タ ーベ一ス化などネットワ ー ク梢築システムのIJfJ発

. t導物館利用状況のデー タ ーベ一ス化と分析

• 社会教育機関と の相互協力体制の充実

2 広報活動の実際

2.1 イベントと学校教育における広報活動の事例

1 の広報活動の現状から、 今回は1.2の諜題 の中の「対象者を考えた広報活動」「多彩

なパプリシテイの展l#J」を今年度実施した山岳映像イベントで、 また、「栂物館利用状
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表1-1 平成7年度立山柚物館関連記事一 罠

嫁物舘行事 掲載B 詔事タイトノレ等・

95/04/01 立
（る
山るのぷ

歴
富
史

山
を

）
知るビックな漏物館

95/04/01 立山揖物館野外施設（とやまの土
木）

95/04/05 「ポランティア養成云座J受溢者募

95/04/17 「ボランティア養成滋座」閉及

95/04/21 安らぐレジャー

、 文化の拠点

95/05/05 入館50万人突破

95/05/20 「立山室竺J国の空要文化財に

95/05/25 7月に野外施設オープン

95/05/25 「まんだら遊苑J7月オープン

95/05/31 立山の日本カモシカ「サチJ

95/06/06 古代史散策シリーズ完結に寄せ

6/16特別企画尽内 95/06/15 あの世
見会

6/17特別企回屎（吝95/06/17 特別企回展
紹
一霊山巡記立山信

季）閉始 仰の歴史 介

95/06/18 t奇別企西展 一霊山巡記閃幕

6/25企西屎ぶ演会 95/06/21 立山1こ写互ギャラリ ー

95/06/21 来月オーブン「まんだら遊苑」

95/06/30 ま.-
ノ
· んだら遊苑一妥荼哀世界イメー

7/7まんだら遊苑閉 95/07/08 まんだら遊苑ー五惑Iこ訴える幻想
苑式典 的演出

95/07/08 
オ
屎
ー

か
プ
ら
ン

のお知らせ一まんだら遊苑

95/07/08 いきいき富山体験パス

95/07/13 ユニ—クな野外施設ぽんだら遊
苑J

95/07/14 特別企西展一霊山巡詑
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写其掲裁媒体媒体数内容

2 情線注 1 施設紹介

1 情簸誌 1 施設紹介

新聞地方 2 案内記事

新聞地方 1 報告記事

1 新閏地方 1 施設紹介

1 新聞地方 2 緑告記事

1 新聞地方 1 関連記亭

新閏地方 1 案内記事

1 新関地方 1 � 内記平

1 新聞地方 2 報告記亭

1 新間地方 1 その他

新聞西日本 1 閲遠記亭

1 新関地方 1 案内記事

1 新関地方 1 案内!2亭

新閉地方 1 その他

新関地方 1 案内記事

3 新聞地方 3 施設紹介

4 新閉地方 3 庇設紹介

1 新関地方 5 案内記事

1 新聞地方 1 報告記亭

6 新閉地方 1 施設紹介

1 新聞地方 1 案内記事
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表1-2 平成7年度立山tぶ物館l彫l迎記事一 屁

尚
｀

物飯行事 掲載日 詔事クイトノレ等 写其掲裁媒体媒体数内容

7/16第5回映像＆卜 95/07/17山男が地元で云演 ー映像
一ク

95/07/17富山吝秋ー山岳信仰

95/07/20 白装束姿で修験者気分

7/23特別企画展終了95/07/20 まんだら遊苑と雄山神社

95/08/01 まんだら遊苑開苑式（県広報とや
ま）

95/08/01 否紙：t.立-山る
博） 物館展示館(KNBぷ

るー1

95/08/03いきいき人ー立山博物館館長

95/08/05 まんだら遊苑1こぎわう

95/08/15'i'山の神々 ー若手記者の修験体

95/08/17 ii山の神々 ー 修験者の山を行く

8/28立山史跡探訪会95/08/19'a山の神々一條験者の山を行く

95/09/01 まんだら遊苑(i!it広報とやま）

95/09/01 雄大な立山と妥荼羅の世界（日本
海ガスシンセシス）

95/09/04ある再会

95/09/09 立山に登る

95/09/10 入館者60万人突破

95/09/10親子で立山信仰の歴史字ぷ

95/09/16「まんだら遊苑」が人気

95/09/20雄山神社頂上社穀一今日にも解
体

95/09/24大岡但さんらも資辞

95/10/01 t埃チ：財ュう団リス共ト研生修
）

会を開催（とやま環

95/10/01 特
とや

別
ま
企）西展および浅演会(�広報

10/6特別企西展内見95/10/01 ふるさと歴史探訪·•山住友電（す
会 まいる・メッセ）

10/7特別企画展（秋 95/10/07特別企回展 ー大陸のかけら富山
季）開始

1 新聞地方

新聞地方

1 新聞地方

1 新聞地方

6 広報Z

2 情報誌

1 新聞地方

2 新閉地方

1 新聞地方

2 新閉地方

2 新聞地方

3 広報誌

， 古報誌

新閃地方

新閉地方

1 新関地方

新関地方

1 新閲地方

新聞地方

1 新閃地方

情報誌

5 広報誌

3 情報誌

1 新閏地方

' ., ... _.. 呼▲・しな......... , . ., .... ,,,,, 如..,=•·····•=・........, 也,._.,__し,.... �>"ぶな芯ぷしヽ..�•=-·,c· ヽ .,,.•• .,,, . .... い,., .. ゞ.... .. 

1 報告記亭

1 関連記亭

1 閲速記事

1 施設紹介

1 施設紹介

I 陀設紹介

1 紹介記事

1 施設紹介

1 関連記事

1 閲迎記事

1 関連記亭

1 施設紹介

1 施設紹介

1 閲連記亭

1 閲迎記事

3 紹介記事

1 閲迎記事

1 施設紹介

1 閏速記事

1 閲遭記事

1 閲速記事

1 案内記亭

1 施設紹介

2 案内記亭
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表1-3 平成7年度立山栂物餡1刈連品事一 度L

炒物飯行事 掲裁日 詔事・イトノレ等 写其掲載媒体媒体数内容

95/10/12 「立山」地獄Jひとり総りも一22日「 新聞地方 1 報告記事
地界に遊ぷ」

10/15企西展渇演会 95/10/15天地人ー大箇信 新聞地方 1 閲速記事

95/10/19 闇のファンタジー一立山函物館で
22日

新聞地方 1 案内記事

10/22閣のファンタジ95/10/23暗やみの野外イベントー立山地忘
「栢り」で演出

2 新聞地方 2 報告記事

95/10/24歴史遺迂で魁力あるまちに 1 新聞地方 1 閑速記事

95/10/28冨山吝秋一千光寺 新聞地方 1 閲速記事

11/12特別企西展（秋95/11/18立山博物館群ー自然・旅
季）終了

6 新関地方 1 施設紹介

95/11/21 山の暮らしの中で一立山へはいけ
ず

新聞地方 1 閲速記事

96/01/01 とやまのミュージアム（富山梨人） 佗報誌 1 施殴紹介

96/01/01 立山フェステイパル開催（広報たて 広報誌 1 案内記事
やま）

2/10立山のこころシ 96/01/20 全国の博物館だより（国立科学博
ンポジュウム 物館ニュース）

悦報誌 1 施設紹介

2/11第6回映像＆卜 96/02/01 シンポ、映像＆ト一ク(�広報とや 広報誌 1 案内記事
一ク ま）

96/02/04 10, 11日に企西イベント 1 新閏地方 1 案内記事

96/02/07 立山憐物館イベント 新閉地方 1 案内記事

96/02/08立山博物館が山と医薬シンポ 新閉地方 1 案内記事

96/02/11 「立山のこころ」シンボ 新聞地方 2 報告記亭

2/17企西展開始 96/03/01 ミニ企画展(9,l,広報とやま） 広報誌 1 案内記亭

3/2文化滋演会 96/03/01 'a山・吝景を訪ねて(JR西日本
ジャーニ一 ）

1 情報誌 1 施設紹介

3/31企画屎終了 96/03/03まんだら遊苑の設計者がぶ演 1 新関地方 2 報告記事
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況のデー タ ー ベ一 ス化と分析」を、学校教宥楳1対の当館利用状況を辿して考えてみた。

以下にそのボ例を整理する。

(1)山岳映像イベントの事例

①タイトル： ［山岳映画の魅カー山・人・映像］

②内 容：立山に関係する山岳映画を紹介するとともに、映像制作プロデュ ー サ ー

と窟山県山岳連盟瀾会長を講師に招き、山岳映画史を中心に、山岳·映画

の魅力について語ってもらう。

③年月 日：平成8年9月20日（金）、21日（土）

④対象者：山全般にl対心をもつ一般市民

⑤参加者数： 465名(1日目230名、 2日目235名）

⑤イベントの流れと広報活動 ： （図3)

⑦チラシ配布先と方法： （表2)

⑧主な報迫氾::J;:: (図4)

⑨ァンケート調査緒呆： （図5 )、（図6)、（表3)

イベント参加者がどのような広報によって、 このイベントを知ったのかをき＜

品］究を実施した。 また、その調査用紙に住所と氏名も害いてもらった。 これは

今後のイベント惰報を知らせる正炭な広報対象者となるからである。

・記入方法………会垢の受付で配布し、入楊前に品 入する。 なお、 2日目の湖

査は、 1日目にJI,]査した参加者は除いた。

・回収状況………1 日目が120名、 2日目が60名。

(2)学校教育機関における事例

①対 象：県内小学校、中学校、;•�;j校．養設学校

②期 間： l年間

⑤学校教存将及活動の流れ ： （図7)

④利用状況品］在

県内の市町村別と教育事務所笠内” ごとの4地区の利用状況を濁査した。
• 利用デー タ ー ・……••県内市町村別利用数： （表4)

県内地区別利用半の推移： （図8)

• 利用率………………当館利用数／学校数XlOO=利用率(%)

• 分 析………………小学校、中学校、邸校．養殴学校別
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［主な流れ） ［広報活動】

[5� 月前J "efペント計画
案作成

滋師決定・ 依穎 I 羽田栄治（束京）
木戸繁良(',i山）

タイトル;;丁 山岳映画の魁カ
ー山・人・映像一

・広報計画案作成
[4ヶ月前J I 涵師打合せ<1) I 今後の予定 （チラシ配布先、案内はがき 、 マスコミ案

使用する映像候補 内、山岳連盟・団体への協力依頼等）

映像決定 山のニュ ー ス映画
映画「山匁」

I 

[2滋J Iチラシ案作成・依頸| 印刷茎者に屎稿渡し -� 広報原稿作成（テレピぅゾ栢）
．凜内マスコミに情報捻供
・山岳雑誌に情報提供

認師打I合せ(2)1 対淡内容

・テラシ配布
[1ヶ月iNJ チラシ完成 ・限山岳速盟玉務局に協力依頼

．案内状（ハガキ）県山岳関係者に郵送
．友の会、ポランティアにテラシ郵送

[3辺踪］ 館内職I云打合せl イペント内容 ・新閲社訪問、連絡
問い合わせ（こついて ーダ廷�、 斯閉fこイベント案内記,'fl拓ぶー

[2河閻J 会場担当者との 試コ ・会場への問い合わせ状況確認
打合せ 会名構成

迂行
ーテレピ・ラジオでイペント案内放送一

[1沼閥i] 滋師打合せ(3) 当日の細案

［当日］ イペント1日目 (2 3 0名） • アンケ ート実施(2日問）
イペント2日目 (2 3 5名） ・山岳雑誌に報告原稿郵送

［平後］ まとめ
礼状等

ー山岳ば誌にイベンげ9告記亨拓紅一
• アンケート集計、分析

図3 山岳映俊イベントの流れと広報活動
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w木正邦／袖物館における広報活動

表 2 山岳映像イベントチラシ配布先と方法

チラシ配布数： 5000枚

配布先 部放

【山岳関係団体］ (90 0) 

山岳写哀協会 IO 0 

限内各山岳団体 500 

県山岳辿血事務q 200 

8木山岳会 50 

県竺山岳竺伽駁 50 

(� 内主要施設】 (t 5 3 0) 

·,:r山呪•文化販吠財団

閲述施没

・県民会館 100 

．孜介文化会館 l O 0 

・盛岡文化ホール 1 00 

・県民小1罰Jし｝ l O 0 

・新/II文化ホール 100 

・屎民カレッジ 100 

・呉羽少年自然の＇ぷ 20 

・内山邸 20 

・地成文化財事務所 20 

• 金岡邸 20 

県内h!i-物蛇 200 

県柏物�•I l O 0 

窃山県観光物沌 IO 0 

市民プラザ IO 0 

市民学',"/-tンタ ー 5 0 

I!, し立図；•;�麻 l O 0 

糾光図;t;館 50 

砺波ill文化会館 50 

'1,\山空池 lOO 

● ...... 丈施 △・・・・・・一部丈施

訪1:� 屯語

△ 

． ． 

． ． 

． 

． 

． 

． 

． 

． 

送付 配布先； 部数 訪,�1 電話 送付

（県庁、 役場］ (5 5 0 l 

． 屎庁各諜 350 ． 

． 立山町役場 100 ． 

大山町観光協会 l 00 ． 

• 【県内字校閲係】 Ct 00) 

屎内窃校 100 ． 

［社会教盲施設】 (2 0 0) 

文部省迂山研作所 IO 0 ． 

因立立山少年臼然の家 IO 0 ． 

（マスコミ】 (6 0) 

． 新聞・テレピ ラジオ 50 △ ． ． 

． 山岳雑誌社 l 0 ． ． 

【立山渾物館関係I (I 6 6 0) 

． 芦伽守各戸 I 7 0 ． 

． 立山博物蛇閃係•者 I 00 ． 

． 股示館 200 

． 迅:'/_I館 200 

． まんだら遊苑 100 

． 教1?:坊 IO 0 

． 友の会[¼I係 IO 0 ． 

． ポランティア関係 100 ． 

今回のぶ師 IO 0 ． 

過去のイペント渇師等 50 ． 

その他 440 

． 

． 

． 
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毯友の会からの案内 匡］その他
匡友人からの案内
図山岳団体からの案内

図 5 イベント周知の広報媒体別分布
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IIII 山岳関係団体
図県内主要施設

受取柔所

芯県庁 ・ 役均 11111学校
曰友の会・ポランティア □ その他

図 6 イベントチラシ受け取り場所別分布

表 3 イベント参加者居住地別人数

窃山市 八尾町 邸岡市 屈中町 新淡市 山田村 魚i-1\riJ 細入村 氷見市 小杉町 沿JII市 大l"JIIIJ
82 3 1 2 2 5 4 2 3 4 1 

黒部市 下 村 砺波市 大島町 Jヽ矢部市 城嬬町 休沢野町 平 村 大山町 上平村 舟栢村 利奴村
3 1 3 4 1 2 3 

上市町 庄川町 立山町 井波町 倖奈月町 井口村 入苫町 ぶi野町 朝日町 船光町 船岡町 氾入なし
7 1 1 3 l 1 1 3 1 8 
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活 動 4月 5月 6月 7月 8月 9 月 10月 I 1月 1 2月 1月 2月 3月

校長会への働きかけ

総合案内チラシ配布

ジュニアミュ ー ジアム講座

＇
ー�中ヽ

．

 

，
.
1.
 

◇ 

（高）

◎ ［連休前に配布］

（小中高）
● ................................ .. ..... ...... ・．．［希望する小学校］

ヽJヽ

鯰
E
茫[
g
E
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対
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・・・・・ ・・小・中学校
◇

・・・・・・高養（大学）
◎• • ・・・・小・中・高養

図7 平成8年度学校教育普及活動の流れ
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表4 県内市町村別利用数（数字は当必年度利用学校数）

地 年 度 平i;I 5年～ 立"1 6生笹 平E! 7年度 平6'8年店

1区 1市町村名/11ヽ／中;;i::;校忍9茨 ,1ヽ 中 I: 遍 計 ,1ヽ 中 1-.,. 葦 計 小 中 I.:. 薯 計 ,Iヽ 中 1 古囀 計 仝H

宮山市/48/18/20 22 2 4 28 19 ゜ 8 27 13 1 9 23 23 2 11 36 114 

立山町/10/2/1 1 ゜ 1 2 2 1 ゜ 3 5 ゜ ゜ 5 5 ゜ ゜ 5 15 
-tr, 舟楼村/1/1/0 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

山 大沢野町/4/1/3 ゜ 1 1 2 ゜ ゜ 1 1 1 ゜ 3 4 ゜ ゜ 1 1 8 

地 細入村/2/1/0 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 2 

区滑川市/7/2/2 4 ゜ ゜ 4 2 ゜ ゜ 2 2 ゜ ゜ 2 3 ゜ ゜ 3 11 

大山町/4/1/1 1 ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ 3 ゜ ゜ 3 1 ゜ ゜ 1 5 

婦中町/7/3/2 3 1 1 5 4 ゜ ゜ 4 4 1 ゜ 5 2 ゜ 1 3 17 

山田村/1/1/0 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ 1 1 

上市町/7/1/1 2 1 ゜ 3 ゜ ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜ 2 ゜ ゜ ゜ ゜ 5 

八后町/8/2/1 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ 1 2 

H 33 5 7 45 28 1 9 38 31 2 12 45 37 2 13 52 180 

1 ;r,; 岡市/26/11/15 4 1 4 ， 5 ゜ I 6 6 ゜ 4 10 5 ゜ 4 ， 34 

忘 新姿市/8/4/1 3 ゜ 2 5 2 1 1 4 2 2 1 5 4 ゜ ゜ 4 18 

岡 氷見市/21/7/2 4 ゜ ゜ 4 7 1 ゜ 8 3 1 ゜ 4 3 ゜ ゜ 3 19 

地 大門町/3/1/1 2 1 ゜ 3 ゜ 1 ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ 1 5 

区下 村/1/0/0 1 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 4 

大島町/1/0/0 1 ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 3 

小杉町/6/2/1 4 ゜ ゜ 4 3 1 ゜ 4 2 ゜ ゜ 2 2 ゜ ゜ 2 12 

計 19 2 6 27 18 4 2 24 15 3 5 23 17 ゜ 4 21 95 

砺波市/7/3/3 2 ゜ 1 3 1 ゜ 1 2 I ゜ ゜ 1 ゜ 1 ゜ 1 7 

福光町/4/2/1 1 1 ゜ 2 1 ゜ 1 2 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ t 5 

砺小矢部市/6/4/3 2 ， 1 4 1 1 1 3 1 ゜ ゜ 1 2 ゜ ゜ 2 10 

波庄川町/1/1/0 1 ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 

地井波町/1/1/1 , ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 4 

区平 村/2/1/1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

上平村/1/1/0 1 ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 

利賀村/1/1/0 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

井口村/1/1/0 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ 1 ゜ 1 ゜ 1 2 

福野町/1/1/1 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 1 3 

城蝶町/1/1/0 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ 1 ゜ 1 ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 3 

l短岡町/2/1/1 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 

計 8 2 4 14 4 2 3 ， 4 1 1 6 4 3 1 8 37 

魚津市/13/2/4 2 ゜ ゜ 2 3 ゜ 1 4 3 ゜ 2 5 3 ゜ 1 4 15 

魚孟部市/10/3/2 2 1 2 5 5 1 ゜ 6 3 ゜ 1 4 5 1 ゜ 6 21 

津ほ考5月町/4/1/0 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 

地入善町/7/3/1 1 ゜ 1 2 ゜ ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜ 2 2 ゜ ゜ 2 6 

区1額日町/5/1/1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 2 1 1 4 1 1 ゜ 2 6 

計 5 1 3 ， 8 1 1 10 11 1 4 16 11 2 1 14 49 

‘“ 65 10 20 95 58 8 15 81 61 7 22 90 69 7 19 95 361 

※小／中／応5校数は平成8年度のもの

7
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l
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2.2 考察

山岳映像イベントでは対象者をしぽり、事前．準備から事後までの活動の流れの中で多

彩な広報活動を行った。 その活動内容をあげると、 県広報誌への案内掲載、 県内マスコ

ミ関係へのm報提供、山岳雑誌への案内掲載、 チラシ配布、 山岳連盟への協力依頼、 県

山岳関係者に案内ハガキ郵送、 友の会・ポランティアに連絡、 新聞社個別訪問、 ラジオ

番組出滅、 地元各戸への案内状配布などである。 この中でも、 山岳関係者を含め山全般

に関心のある一 般市民を対象の中心として、 チラシ配布計画や山岳関係団体への広報に

巫点をおいた。 また、 広報の方法などのチェックを参加者のアンケ ー ト調査から考えて

みた。 図5のイベント周知の広報媒体別分布では、「イベントチラシ」と「新聞」「山岳

団体からの案内」が高い。 そして図6のチラシ受け取り楊所別分布では、「山岳関係団

体」「県内主要施設」での受け取りが邸い。 また、 山仲間などからのロコミも以外と多

かったこともわかった。 当日の様子は、 会場は定只250名ほどの施設であるが、 1 日目

が230名、 2 日目が235名とほぼ沿貝状態であり、 参加数はこれまでの当館イベントと比

較しても多かった。 また、 表3から当日の参加者は県内各地から染まつていたこともわ

かる。 これらのことから、 今までおこなってきた広報とは迩い、 対象者をしぼり、 チラ

シ配布やマスコミヘのi'行報提供など様々な広報活動の工夫をしたことが多くの参加者が

あった大きな要因であったと考えられる。 さらに、 数社のテレビ局のデイレクタ ー、 カ

メラマンなどが、 一般の参加者のひとりとして来楊していた。 このことからも、 マスコ

ミ1処係者にも広く周知され、 躾味がもたれる内容であったことがうかがわれる。 そのほ

か、 当館への問い合わせや会場への直接の問い合わせも多かった。

次に、 学校教脊に1処しは、 1 年間の広報活動の流れと県内学校利用状況データ ー の分

析から広報活動を考えてみた。 図7のような活動を1年llllを通しておこなってきた。 そ

して、 県内の小・中学校、 記j・妥殴学校の過去 4 年間の当館の利用状況のデー タ ー ベ ー

ス（表4. 図8)を作成し分析してみたところ、 次のことがわかった。

・小学校は、 当館がある宮山地区の利用率が訟jい。 また、 富山・魚沌の両地区は培加

傾向にある。 ー方砺波地区は、 平成6年度以降15%以下と低いままである。

・中学校は、 各地区とも利用率が低い。

・記j校、 従澁学校は、 窃山地区の利用率が比較的詞く、 年々培加してきている。ー方、

邸岡・砺波・魚津の各地区の利用率は低い。

このように小学校、 中学校、 高校. 1逢殴学校との間に、 また地区によっても利用率に

差がある。 また、 当館から離れている地区の学校の利用率も低い。 つまり、 全般的に、

学校教育の現場への広報活動の工夫と、栂物館教脊に対する認澁の徹底を図る必要があ
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ると考える。

おわりに

当館の実施している広報活動をもとに、 その現状と諜辿を考えてみたことは、 今後の

広報のあり方を考えてい＜うえで非噛に有益であったと思っている。特に、 今回のよう

な、 イベントの最初の段階から終わりまでを計画的に広報を実施したのは初めての試み

であった。 また、 学校団体の利用状況のデ ー タ ーベ 一 ス化を図り、 それを分析したこと

により、 今後の学校教脊機関に向けての広報活動対策の参考にすることができた。

今後は、 それぞれの事業ごとに、 対象者をしぽったり、 広報活動のやり方を変えたり

するなどのきめ細かな広報活動の展開と、 先を見迎した計画的な広報を確立してい＜こ

とが大切である。 また、 インタ ー ネットと結んだ広がりのある広報の箭報行理システム

の開発が必要であると考えている。 つまり、 広報活勁は披も基礎的な栂物館の教宥将及

活動の一つであるという認識のもとに、 栂物館を周知させるための活動や事菜を知らせ

るための活動を、 計画的 ・ 継続的・組徽的に展捌してい＜ことが当館の今後の大きな諜

題である。

｀
王
ニ―-
c

1)新聞広報の「県からのお知らせ」が毎月第2、 被終土眺日に、 北日本、',,,,;山、読完、

北l姿中日、 朝日、 毎日の各新聞社に掲載されている。 テレピの広報番組は、 「こんに

ちは宮山県です（北日本放送侮週日咄日）」「112万人のひろばクイズ！フォ ー カス ．

イン C畠 山テレピ毎迎日昭日）」「ふるさとトーク（チュ ー リッフ
゜

テレヒ
→

侮迎土耀

日）」などがある。 ラジオの広報は、「ふれあいホットライン(FMとやま侮迎月～金

耀日）」かある。 その他にもテレビ・ ラジオによるスポット的な「お知らせ」が随時

行われている。

広報誌は、「県広報とやま」が鉦月1回発行。県内の公的機関、 金融機関、 理容院、

美容院などに骰かれている。

2)平成7年7月7日に当館の野外施設「まんだら遊苑」がオ ー プンした。 このことに

より、 例年とは辿い6. 7. 8月に施設案内品tj�が染中している。

3)児内教脊事務所は、 窟山・窃岡・砺波・魚津の4行内にわけられている。
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